
H24 復興対策基礎基盤研究プログラム 
テーマ３ 原子力と社会の関わりに係る人文・社会科学的研究 

 

課題名 
原子力と地域住民のリスクコミュニケーションにおける 

人文・社会・医科学による学際的研究 
参画機関 東京大学 長崎大学、東京医療保健大学、福島県立医科大学 

事業規模 期
間 平成 ２４ ～ ２６年度 

総
額 ８１百万円 

【研究代表者】 

中川恵一      東京大学 准教授 
（医学部附属病院放射線科） 

【研究概要】 
大規模原発事故後の望ましいリスクコミュニケーションのあり方

を求めるため、実践活動の展開、および文脈の解明の 2 つのアプロ

ーチを取りました。 
リスクコミュニケーションの展開では、1)福島住民のリスクコミュニケーションに関す

る学際検討委員会の設置と運営、2)リスクコミュニケーションの実施、3)リスクコミュニ

ケーションの現状調査、4)リスクなどに関する情報のメッセージ化を行いました。文脈の

解明では、リスクコミュニケーションの通時的文脈の解明、リスクコミュニケーションの

共時的文脈の解明を行いました。 

リスクコミュニケーションを実施する中で、全村避難によって保健師の役割に多様化が

生じ、負担が増加している現状が認識されるようになりました。また、借り上げ住宅の避

難民への戸別訪問を実施し、健康状態等の聴取を行い、避難生活の困難さ、健康状態への

懸念、除染に対する懸念の表出が確認されました。 

飯舘村では、わずかに村内で操業を続けている菊池製作所などの社員の個人線量の調査

とリスクコミュニケーションを行った。大多数の方の被ばく線量は少ないが、被ばく線量

の高い方への行動調査とアドバイスが必要であることが示唆された。 

飯舘村における県民健康調査データの分析・評価を行い、ホールボディカウンターによ

る内部被ばく量の調査では、全員が 1ミリシーベルト（未成年者では全員検出限界以下）

であることを確認しました。一方、生活機能の評価や健康状態の調査では、体重増が目立

ち、高血圧、糖尿病などが増え、健康状態の悪化が認められました。特に、借り上げ住宅

に住む避難民の健康状態の悪化が顕著であり、今後の課題と言えます。 

これらの課題に対して、「二重インタープリター・モデル」がコミュニケーション実践

活動を効果的に遂行するための大まかな指針として有効に機能していることを確認した。 

 
【その後の取り組み】 

原子力災害影響調査等事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業）「リス

クの多元性を考慮したリスクコミュニケーションの実施とそのあり方に関す

る研究」で、多様なリスクのなかでの放射線リスクコミュニケーションのあ

り方をさらに検討しています。 
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図２ リスコミの指針 「二重イ

ンタープリターモデル」 
図１ リスコミの実践 菊池製

作所でのリスコミの様子 


